
科目 課題研究（被服班） 

 

担当者 西岡 千代美   

教  科 農業 単位数 ４ 学科・学年 食品デザイン科・３年・生活デザインコース 

使用教科書 なし 副教材等 なし 

授
業
の
概
要 

 
１ 洋裁・和裁の基礎を知り、製作できるように技
術を身に付けます。 

 
２ 技術検定の指導要項に従い、検定合格のために
学習します。 

 

学
習
の
目
標 

 
１ 被服製作技術検定和服１級、洋服１級に合格するための知識と技
術を習得します。 

 
２ ゆかたの製作、裏付きジャケットが一通り製作でき、応用できる
力を身に付けます。 

学  習  内  容 評価の観点・評価方法等（※学期ごとに下記の項目で評価します。） 

１  
学
期 

 
１ 和服製作の基礎 
 
２ ゆかたの製作 
 
○技術検定和服１級の準備 

 
 

 
 
 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

【趣旨】 
・和服の種類やその製作技法について関心を持ち、それらについて
の理解や基本的な知識の習得に意欲的に取り組んでいる。また、
実際の衣服の製作に結びつけて考えようとする態度をもってい
る。 

【評価方法】 
・服装、出席、授業態度や実習への取組で評価します。 

【割合】 
・１０％ 
 

思
考
・
判
断
・
表
現 

【趣旨】 
・実習題材のデザイン、材料などに関して個人の創意・工夫を表現
することができる。題材に応じた裁断・材料・技法・用具につい
て考え、選択し、判断することができる。 

【評価方法】 
・授業態度や実習への取組で評価します。 

【割合】 
・２０％ 
 ２

学
期 
 

 
３ 裏付きジャケットの製作 
  
 
○技術検定和服１級の準備 
 

 
技 
 
 
 
 
 
能 

【趣旨】 
・和服の製作の実習に際し、題材に応じた裁断・縫製・仕上げを行
う技法を習得しているとともに、計画に従い能率的に製作を行う
ことができる能力を身に付けている。 

【評価方法】 
・実習や課題によって評価します。 

【割合】 
・５０％ 

３
学
期 

 
４ 余り布を使った小物製作  

知 
 
識
・
理 
 
解 

【趣旨】 
・和服の種類と特徴、布地の裁断法、縫製、仕上げなどに関し、基
本的な知識が身に付いている。 

【評価方法】 
・小テスト、感想文で評価します。 

【割合】 
 ・２０％ 
 

そ
の
他 

・学年末の評価は、１学期、２学期、３学期の評価を総合して行い
ます。 

課題提
出物等 

 

１ 毎時間、目標を設定し、その目標に到達したかどうかを自分自身が客観的に判断し、自己評価を行います。 

 
担当者
より 
 

１ 授業は実習中心です。 
２ 作業実習は長期にわたり実施されます。向上心を持ち意欲的に取り組みましょう。 
３ 作品の提出日が守れるよう、作業工程ごとに注意しましょう。 
４ 作品のできばえと共に、作業中の工程を重視して見ますので、実習を大切に真剣に取り組みましょう。 

５ 技術検定和服１級・洋服１級を受検します。合格を目指して、真剣に取り組みましょう。 

 


